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沖ノ鳥島周辺海域における立て縄調査

小埜田明’・前田洋志’・米山純夫２

Experimentalflshingofverticallonglinesinthesurroundingwatersof
Okino-torishimalsland，southernJapan
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北には海山が連なり大型回遊魚の来遊する可能性があ

るため，小笠原で実績のある立て縄漁法の試験操業を

実施しマグロ・カジキ等の漁場開発を試みた。

沖ノ鳥島（20.25'Ｎ,136.05'Ｅ）周辺海域では既に民

間船によるマグロ延縄漁業が行われ，浅海でビンナガ

を主体とするマグロ類の漁獲されることが判明してい

る。一方、小笠原海域では立て縄漁法の開発により，

それまで殆ど漁獲されることのなかったソデイカや水

揚げ量の少なかったメカジキ・メバチなどが漁獲され

はじめ，生産量は大きく増加した。沖ノ鳥島周辺の南

調査地点および方法

2005年５月１７．１８日，１１月１３～２９日に沖ノ鳥島周

辺・木星海山・土星海山・天王星海山で合計７回の試

図１立て縄試験操業地点

I東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所〒100-0212束京都大島町波浮港１８

Z東京都島しょ農林水産総合センター〒105-0022束京都港区海岸’－１３－１７
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図２立て縄漁具の構成

験操業を行った（図1,表ｌ)。５月には東京都島しょ農

林水産総合センター大島事業所所属漁業調査指導船

｢みやこ」（１３６t）により。Ｕ月には日本海洋（株）所

属「第七開洋丸」（499t）により調査を実施した。漁具

構成は図２のとおりで，海面のブイから垂直に道糸を

降ろし，先端部に付けたマグロ針とソデイカ用の疑餌

針は水深420～750ｍに達する。道糸の長さを調整し，

最下部のマグロ針の到達水深が500,,600,,700ｍ

となる３種の漁具を使用した。投縄は船速］～２ktで

潮上に航走しながら行い，錘，イカバケに続き1本ず

つ釣り針に餌を付けて船尾より投入した。餌にはス

ルメイカ（外套長約20ｃｍ）もしくはムロアジ（尾叉長

約20ｃｍ）を－尾ずつ用いた。数時間漁具を流した後，

船首甲板に旗を回収し,巻き上げ機を用いて場縄した。

投縄時刻は０６：５０～０８：０５，漁具を流している問は

船上から目視により旗の補足に努めた。釣獲した漁

獲物は船上で種を同定し，尾叉長または外套長と体

重を測定した。各漁場でＣＴＤもしくはＸＢＴにより表

層から最大１０００ｍまでの水深別水温・塩分濃度を観

測した。
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考察結果

立て縄漁法は小笠原海域でメカジキ・マグロ類・ソ

デイカなどの漁獲に実績があり，中でもメカジキの漁

獲量が多いが，本調査では，カジキ類・大型マグロ類

は漁獲されなかった。北太平洋ではメカジキは主とし

て延縄によって漁獲され，2003年の漁獲量は１４千t，

漁場は亜熱帯収敞線から極前線の間に形成され（水産

庁・水産総合研究センター2005)，沖ノ鳥島は従来知

られている漁場の南西端に当たる。また，1999年に

三陸沖でアーカイバルタグを装着され］年後にほぼ同

じ場所で再捕されたメカジキは，ｌ～２月頃沖/鳥島

の南を通るルートが回遊経路の一つとして想定されて

いる（遠洋水産研究所2002)。小笠原水産センターが

2005年４月から2006年４月に実施した小笠原周辺の立

て縄調査によると，２１回の操業でメカジキ６尾，メバ

チ３尾，シマガツオ類35尾，ソデイカ191固体，アカ

イカ６個体，アブラソコムツ1尾，バラムツ１尾を釣

獲し（小笠原水産センター未発表)，カジキ・マグロ

類以外の釣獲種は本調査の漁獲物に良く似ている。ま

た，小笠原近海のメカジキ漁場は時期によってはかな

り限定されており，漁場選択が漁獲に大きく影響与え

ることが知られている。このように，沖/鳥島海域に

はメカジキの回遊が予測されるため，今後，調査を拡

大することにより漁場の開発される可能性が高い。

当初，沖ノ鳥島周辺の水温は小笠原父島・母島近海

より高く，漁獲に好適な水温帯は小笠原より深部に現

れると予測したが，漁場における水温鉛直分布を比較

した結果，小笠原におけるカジキ・マグロの漁獲水深

である５００～700ｍでは両海域の水温に大きな違いは

ないことが判明した。本調査によるソデイカの釣獲水

深が小笠原と大差なかったことからもこのことは裏付

けられる。

ソデイカについて漁具長別にｌ漁具当たり釣獲数

をみると，漁具長500ｍ（擬餌針の到達水深540～

550ｍ）の漁具が600,,700ｍの漁具にくらべ圧倒的に

多かった。小笠原海域における漁具長300～700ｍの

試験操業によれば，全体の６１６％が漁具長500ｍの漁

具で漁獲され（安藤ら2004)，本調査はこれに類似し

た傾向を示していた。漁具は流れを受けてたわむため

実際の釣獲水深は漁具長より浅くなる。同じ漁具を

使用した小笠原海域における試験操業では，漁具の

最深部は漁具長より］0％前後浅い水深にあることか

ら（安藤ら2004)，今回の調査では490ｍ付近で最も

釣獲率が高かったものと思われる。漁獲物の平均外套

調査海域別漁具別の投入位置・回収位置を表ｌ

に，漁獲物の測定結果を表Ｚに示した。釣獲種は

チカメエチオピアＥｚ""egM/ｓﾉﾉﾉzﾊﾉＷＳ，ヒレジロマ

ンザイウオ〃αα/cﾙﾉﾉ!〕ﾉｓｓ/ｅｊ"血ｃｈ"er/，イソマグロ

G〕ﾉ､"osaMJ1〃ＣＯ/ｏｒ,バラムツＲｕ"e"zﾉ”だ/ioszﾉs，ゾデ

イカ】Fﾙﾘﾉsα"o/ez//ﾙﾉｓﾉﾙo/"6z/s，アカイカＯ"7'"ａｓ/抑〃ｅｓ

６ｑﾉﾌﾞrα〃/,の６種で，メカジキ，メバチなどの大型有用

種は漁獲されなかった。釣獲数はソデイカが最も多く

１０１固体（釣り落とし２１固体を含む)，次いでチカメエ

チオピスヒレジロマンザイウオがそれぞれ５尾,４尾，

その他は２１固体以下であった。１１月の調査について漁

場別に１日１隻ｌ漁具当たり釣獲数（全種）を比較する

と，沖/烏島近傍では0.67,木星海山では１００，土星

海山と天王星海山では０２５と，木星海山の釣獲率が高

く，この傾向は有用種であるソデイカについてもみ

られた。木星海山の操業地点の水深は2000～3000ｍ，

これは沖ノ鳥島周辺･天皇星海山の操業地点より深く，

土星海山よりは浅かった。

ソデイカについて１１月調査における漁具長別の釣

獲状況をみると，漁具長500ｍ（道糸420ｍ，マグロ針

の枝糸根本の最大到達水深420～500ｍ，擬餌針の最

大到達水深540～550ｍ）の漁具ではｌ漁具・’操業当

たり釣獲数は０４０，同様に漁具長600ｍ（道糸520ｍ，

擬餌針の水深640～650ｍ）では0.08,漁具長700ｍ（道

糸620ｍ，擬餌針の水深740～750ｍ）では0.09と，漁

具長500ｍの漁具で最も釣獲が多く，それより深い水

深を狙った漁具では著しく釣獲数が少なかった（表

3)。漁獲物の外套長は４１３～７５５ｃｍ，平均580ｃｍ，

体重では２．５～160kg，平均7.4kgであった。

立て縄漁具が投入された水深500～700ｍについて

各漁場の水深別の水温をみると，５月の調査では500ｍ

で１０．７～］11℃，600ｍで8.5℃，700ｍで６２～6.5℃，

１１月の調査では500ｍで101～ｌＬ7℃，600ｍで７５～

87°Ｃ，700ｍで6」～７」℃であった（表４)。沖ノ鳥島

近傍についてみると，各水深とも５月より１１月の水温

の方が若干高い傾向がみられた。沖ノ鳥島と小笠原を

比較すると，１２月４日の小笠原近海観測点St9，１０の

水深500ｍ水温は１１℃前後と，緯度にして約6゜の違い

があるにもかかわらず沖ノ鳥島周辺と小笠原近海に

大きな違いはみられなかった（米山ら2006)。沖ノ烏

島周辺の塩分鉛直分布には，立て縄の漁場水深に当た

る水深600ｍ付近にn2psu前後の極小が現れていたが，

小笠原諸島周辺ではこの塩分極小は明瞭でなかった。

－２３－



表１立て縄試験操業結果
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表２漁獲物の測定結果 長は580ｃｍであり小笠原近海の１１月の漁獲物が雄で

672ｃｍ,雌では696cｍ（安藤ら2004）であったことと

比べ小さかった。
艤濡魚種 昊欝Wi体重(k圏）

操業
月日

5」７沖ノ鳥島ｌチカﾒエチオピア６６５４９

5」８沖ノ鳥島７
２

ヒレジロマンザｲｳｵ

ｿﾃﾞｲｶ

6５．８

４０．０

8.7

3.5 要約

ｌＬｌ３沖ノ鳥島 チカメエチオピア

バラムッ

チカメエチオピア

チカメエチオビア

５６．８

１５６．０

６３．１

６３．２

３．６

２０．３

５．３

４．８

沖/鳥島（20.25'Ｎ,136.05'Ｅ）周辺とその南北に連

なる木星海山，土星海山，天王星海山で立て縄の試験

操業を行った｡大型マグロ･カジキ類は漁獲されなかっ

たが，ソデイカが漁獲され，その他の混獲物も本漁具

でカジキ類を漁獲する小笠原海域と類似していた。

３
４
４

ｌＬｌ５沖ノ鳥島３ﾁｶﾒエチオピア

５イソマグロ

5８．５

９４．２

１
１

４
２
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１１２３木星海山 ソデイカ

ソデイカ

ソデイカ

ソデイカ

ソデイカ

アカイカ
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キーワード：沖ノ烏島，立て縄
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ｌＬ２５土星海山２ソデイカ

６ヒレジロマンザイウオ
東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所所属

漁業調査指導船｢みやこ」の乗組員各位,日本海洋(株）

所属「第七開洋丸」の乗組員・調査員の方々には現場

海域での操業，データの取得に尽力頂いた。東京都小

笠原水産センター所属漁業調査指導船「興洋」の乗組

員の方々には漁具の作成・操業指導をして頂いた。こ

こに厚くお礼申し上げる。

70.0

69.5

1１０

８．５

11.29天王星海山５ソデイカ

８アカイカ

60.0

54.9

6.9

5.0

表３漁具長別の漁獲数

漁具長(､)＊操業*＊チカメヒレジロ漁具数ソデイカエチオピアマンザイウオアカイカバラムツイソマグロ 合計
ソデイカ

釣獲率
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ZＯ
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1
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３

１

、
７
４

０．４０

０．０８

０．０９

２

２

*水面から最下部のマグロ針の枝糸基部までの長さ *＊根掛かりを除く

表４立て縄試験操業海域の水温
℃

５月１７日

沖ノ鳥島

２６．６６

２５．２１

２０．０８
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観測機+器 ＣＴＤＣＴＤＸＢＴ ＸＢＴ
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